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【手続補正書】
【提出日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロッカージョイントチェーン（２２）のためのリンクプレート（２１）であって、該リ
ンクプレート（２１）はリンクプレート開口（２３）を取り囲む２つの長手方向辺（２６
）と２つの高さ方向辺（２７）とを有している、ロッカージョイントチェーンのためのリ
ンクプレートにおいて、
　長手方向辺（２６）の少なくとも１つに、少なくとも１つの切欠き（３１）が配置され
ており、前記長手方向辺は切欠き（３１）の領域において底線（３３）に対して厚さｂを
有しており、前記切欠きは底線（３３）に対して深さａを有しており、比率は０．１≦ａ
／ｂ≦０．５であることを特徴とする、ロッカージョイントチェーンのためのリンクプレ
ート。
【請求項２】
　切欠き（３１）はリンクプレート（２１）の長手方向輪郭において、台形状又は方形状
であることを特徴とする、請求項１記載のリンクプレート。
【請求項３】
　切欠き（３１）は並列させられた凸状及び凹状の曲線により形成され、該曲線は緩やか
に互いに移行し、台形状又は方形状の切欠きを形成することを特徴とする、請求項１又は
２記載のリンクプレート。
【請求項４】
　前記凸状又は凹状の曲線は丸み（Ｒ）であることを特徴とする、請求項３記載のリンク
プレート。
【請求項５】
　丸み（Ｒ）は同じであることを特徴とする、請求項４記載のリンクプレート。
【請求項６】
　切欠き（３１）はリンクプレート（２１）の長手方向輪郭において部分円形状であるか
、又は部分楕円形状であることを特徴とする、請求項１又は２記載のリンクプレート。
【請求項７】
　複数の切欠き（３１．１，３１．２）が１つの長手方向辺（２６）に配置されているこ
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とを特徴とする、請求項１から６までのいずれか一項記載のリンクプレート。
【請求項８】
　複数の切欠き（３１．１，３１．２）は前記リンクプレートの中心線（３６）に対して
対称的に配置されていることを特徴とする、請求項７記載のリンクプレート。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項記載のリンクプレート（２１）を少なくとも部分的
に有することを特徴とする、ロッカージョイントチェーン。
【請求項１０】
　請求項９記載のロッカージョイントチェーン（２２）を備えたバリエータ変速機におい
て、リンクプレート（２１）の切欠き（３１）は、運転中にガイドレール（１６）の滑走
路（１７，１８）を通り過ぎて案内されるリンクプレート（２１）の面に配置されている
ことを特徴とする、請求項９記載のロッカージョイントチェーンを備えたバリエータ変速
機。
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